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　がな春
　楽いに
　し庭あ
　そにた
　う取る
　にり　゜
　乗残寒
　つさ食
　てれの
　遊て夜
　んいは
　だる　’
　そ鰍火
　の　を
　残の使
　像影う
　をがこ
　彷斜と
　彿めも

淡沈人
雲爵
籠不鞠
月焼・
照金影
梨鴨半
花冷余こ

　●
　蘇
漏戟
声一
透寒
入食
碧夜
箇一
紗

淡沈人漏
雲爵は声
　焼　透
月かかり
をずに入
籠　　る
め金靭
て鴨　碧
梨冷　窟
花や影紗
をや半
照かば
らに余こ

す　め
　　な
　　り
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バ
萱
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　　●
　　王
忍日禺
聞転侮
弦秋一
管千清
在影明
隣i漸感
家斜事
　　L
忍日
びは
聞秋
く千
弦に
管転
のじ

隣…影

家は
に漸
在く
る斜
をめ
　な
　り

陰食の寒首
乍節詩食聯王
禁をで節は萬
煙丁はの左俗
L禁’期遷は
と煙樹間さ宋
述節に’れの
べL縄人た太
てとを々自宗
い呼かは分の
るびけ休の時
の’て暇心’
で家一を情罪
あ々鰍とをを

　火を墓る商

毒竃｝

酒副巷郊人
銭使陪原家
猶官春暁
有聞陰緑樹
撰莫乍初繋
碑凋禁経範
銭恨煙雨　

酒副巷ξ郊言人
銭使陪警原元家
猶官のの樹
ほ聞春曉に
有に陰緑
りし　た　り
　て乍ξ初
碑　　ちめ勒
を個煙て　
撰恨を雨を
び莫禁を繋
たしず経ぐ
り　　た
し　　り
銭

　　　○
　　　王
稚山今萬
子裡年侮
就風寒一
花光食寒
拮亦在食
挾可商L
蝶憐山

稚山今
子裡年
花の寒
に風食
就つ光

き　商
　亦山
挾憐に
蝶れ在
をむり
拍9べ
るし

鍵甥匠田

…i韓竃
翻醜種脈
躍1竃竃
分・のにをY、
か女だかつユ
叢塁鴛襲

楊菖
柳稽
爽連
道雲
車馬
聲蹄
高健

楊首ξ

柳織

道雲
をに
爽連
んり
でて

車馬
聲蹄
高健
しや
　か
　に

禽

下
省

略
〉
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露1
控亘
縫元
軽桃
が子Ω
竃竃

誌藁

　つ芒；

㌔
　　ん　轟冒

　　　◎
　　　楊只聯桃正萬
有’花是里
春日枝春一
風暮映光上
弄人李最巳
彩蹄花盛L
旗蓋枝時

只靭
だ・
春日
風暮
有
り

　人
彩蹄
旗り
を蓋
弄く
ぶす

桃正
花に
の是
枝れ
映春
ず光

李最
花盛
のの
枝時

姿

をこ
詠の
ん詩
では
い寒
る食
゜の

轍夜
　’
が喜
かび
かも
つ少
たな
夜い
のと
庭老
をい
月を
が感
咬じ
較な
とが
照ら
ら’
し酒
てを
い傾
るけ
゜て

　い
　る
　作
　者
　の

　　　　　　　霧

　　　　　　　一
漸強風月
くいは白
老て蚊く
ひ傾蝶し
てくのて
　　衣
歓寒を靭
び食吹　
ののくの
微酒　地
な
き

を

ゆ

涙園看庭
漁思看庭
　　　に
奮前燕
宮法子梨
のの蹄花
妃部る襲

き

当

てこ
らの
れ詩
ては
い、
る清
゜明
隣i節

のの
家折
かの
ら子
はど
管も
弦た
のち
曲の
が様
流子
れを
て詠
くむ
る゜
°夕

　日
　が
　照
　ら
　す
　鰍
　　
　に
　焦
　点
　が

剛児
拾童
愉不
銭慣
索貧
買滋
花味

剛児
く童
愉慣
銭れ
をず
拾

い貧
　し
索き
め滋
て味
花に
を

買

ふ

宋 五代 晩唐 中唐 盛　唐 1竃

　楊

@萬
@里
P127～1206

　梅

@尭
@臣
P002～1060

王禺僻954～1001

　陸
@游

P125～1210

　欧
@陽
@脩
P007～1072

蘇載1036～1101 李燈937～978 王建847～918 韓握844～923 婁壮836～910 李商隠813～856 白居易772～846 王維699～759 杜甫712～770

作者

上巳 梨花 清明感事 寒食 山南行 慧≡琶 寒食夜 春夜 饗≡憩 羅翼憩 夜深 鍵　楽
長安清明 涜渓沙 無題 寒食夜

即寒
鱒H
@城
@東

清明二首

作品名

李桃春
ﾔ花

寒食 清明 春寒
@食

楊柳 三春 梨寒
ﾔ食
春 た清

?ｾ
@過
@ぎ

杏小
ﾔ梅
春 傷清
t明

梨花 春 寒食 清寒
ｾ食
纐､

清明

季節

日夕
髟
月夜 夕昼
禔`
昼 昼 夕方 月夜

夜月

月夜 昼 蜜け 夕暮 昼 月夜 昼 夜 昼 昼 時間

子ども 子ども

話笑女
ｵいの
ｺ声子
@’の

遊女 人郊々外

@の

女性 少十
洛ﾜ
@才
@の

子一
ﾇ家
烽ﾌ
B

た少
ｿ年
@少
@女

子ども
登場人物

遊び 遊び 庭 庭 庭 庭 遊び 含差 遊び 庭涙憂　　い 涙憂　い 遊び 郊遊
Oび
郊遊

Oび

萄欝

で人
h々
ﾚ顯籍　肩　中

木山
ﾉ里
ﾝで
ｵの
ｽ遊
Qび
@°n

様山
q南゜の

@子
@ど
@も
@が
@遊
@ん
@ε　る

花春
ﾑの

庭に残された轍聾 庭に残された鰍聾

れ女
驍ﾌ゜子

@の
@話
@に
@興
@味
@を
@そ
@そ
@ら

轍　遊びそのもの

ん夜
ﾆに
cなるっ

bﾄW霧　雨　の　中　に　ぽ　つ

に乱

V世
�ﾌ

の春 　大
ﾉ喪
~匡
燥f顯　鰍

清郊
ｾ外
ﾟに
ﾆ出一か

盾ｯ
ﾉた
?桙
ｽの
纓l
､子
ﾟ゜

も鰍

ﾏ　
墲ﾌ
逞V
ﾈび
｢は゜ど

@こ
@に
@鱈　て

内容

今
鰍
　
一
の
描
か
れ
方
の
ま

と

め

〉
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もる　（2）

の゜今郊
で白回外
あ居取の
る易り一
゜の上轍
ま一げ纏
た寒たL
’食作と
こ夜品’
のLか邸
他はら宅
’ま　’の

章さ鰍庭
荘に　の
・夜は一
韓’日轍
握子中　
・どだL
蘇もけ
賦達で
・がな
梅鰍く
莞　夜
臣でも
・遊行
李んわ
燈でれ
もいて
夜るい
の様た
轍子こ
　をと
を詠が
詠んわ
んだか

プ垂轡鐸
難㌶難書
考は一爲にて限
え春とめ’薄り
らに王に此着た
れな建う活でる
るりのす溌以も

゜i蘇羅
ξ雰ξ轄量

でをふやしつ　いむ　　り　をい折あく小とりか　（1）三

・夕i顧力1謡装鞠饗子を
な憲㌔誘贈鯵定考蕊畢

纏ξ警系設蓼竃竃纏
て動一どさ
きか鍵でな
たし男余遊子
こて験いびど
の楽女量’も
良し鰍轍よ

濤望2♀ξ査や9，は

重

董

芙
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んきでで　四
でる流あ轍’

解唐遊の方る
すのび杜に一
る王で甫っ鰍
こ建あやい　
とはる王て一
が鍬゜維みの
…蓼議曇
゜あ㌶曙
　をを居唐の
　詠読易代変
　みむ’は遷
　’と晩遊＿
　そ当唐び唐
ξ竃障
璽姦鎌
　ど俗だをに
　の習も詠か
　よ慣のむけ
　うがはのて
　に理’が）
　楽解民中
　しで間心

に王を王風だ根第ら述で式り夜いに配と鰍ので中で
推建鳴建有疑拠にれべ樹にででる設置と　話きやい
さのらのり問が二るて枝はやま゜置しもにやる邸る
せrすr彩では本゜いを樹った原さたに乗’の宅゜
て鰍た鰍旗あつのまる利枝た別氏れり詠つ唐はのこ
い　め　をるき縄た゜用をらのはたすまての’庭の
る詞に詞弄゜りに’恐し利し趣一轍るれい玄郊でよ
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の
考
察 にに唐・巧傷人鰍る

；享渠警露整轟曇e

量誘聾竃1擁

篭灘註ミ竃
馨誉婁き遵割｛
　の遊詠とい其に

憂なは原動運用る　いの分こ描射のの　い女く　やに詠遊うがな
霞竃饗1樫る粟ぽ裏鴇芳㌶覧§聾矯緯島

な女か㌶をが　と

一そそる描び中夜強ち情宋にきるじれにび’
霧魂i纏竃難竃竃顯竃誘翼
にる女景たるやく景そ像るを。あ詠しな詠た
鰍効ので’中’昼物うさとそまたんさがむり
　果子は楊の夕間となせ’そたりでにらよか
ををたな萬鰍暮のし声る蘇ら’かい涙’うh

詩’ののてはたジ゜あっ輻
も陸と少’日鰍を
依游し女ぽが　出
然のて達つ暮でし
と一登のんれあて
し山場楽とてるい
て南しし残’°る
多行’いさ鰍欧詩
くL感遊れ　陽も
詠や傷びたに脩あ
ま王的声轍夕はる
れ萬なが　陽風゜
て侮気聞をが雨春

りたを
、　　 o　　 、

周残女
囲さの
のれ子
静たた
け鰍ち
さ　が
をに昼
をは間
よ若楽
りいし

のを霧轍る隠な
き翻警ぽ
乏言匡番摸芒褒

詩雰詩と
女がんらまく一
の詠と月た十憂
子ま残の’五い
のれる出章歳L
竃難設垂

うネ詳　六
なLし蛇’
巽纏潤
婿竃‡暴

竃舗

　つ㌧一　

違一
暴三
烈ξ
　　　つ
　日いい
　本てて

㌔墨

のいは出に　を女渓結ム好が釈載くい古てし轍か　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五たつ遊て鰍恐待性沙びをの乱もの夜飾く詠て　出轍’
めた女き　らつの一つ起遊れあ漢伽りはま戯と会　一
’° 竄ｽとく女色やいこ具’る詩にが中れれ言っを鰍
㊧h，塁零亀這蓮言藩5ミ；責三暮纏を璽三；ぞ㌃翼整

羅聾舞欝羅㌍㌘鴎え婁琵餐繁妄

けしり的鰍
るて代な　
ご用わ気が
といつ分描
はらてをか
’れ詩付れ
今るをけて
回よ詠加い　ト　　　　　　シ

はつむえた
資に際るが
料な’効’
不つ轍果次
足て　が第

：㌶畢ξ竃警鷲霞凌萎簿
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詩詩詩詩詩詩洋国国国国国勝文
奈黍黍秦奈秦雀蓑蓑蓑焚蓑肇芭
19　17　12　10　　9　　6　　。。rvT　選　選　選　選　選　箪秋

薩暴冒呈雇ラ曇審釜釜誉警警

　　　集　誠　居
　　　菱　藷

平
凡
社

　岩
岩波
波書
書店
店

の字・
題数五
鍍袋
す短ら
るi王宋
な疋に

薦

竃

　　注　注　注　　　　　　　　注
　　4　　3　　2　　　　　　　　　1

讃誘蓮蕪蚕1鷲鰻羅灘

詞の鷲＝晶
・冨萬　

至詩也
寒之作
食意秋
節゜　　千競及’
竪後最
鰍為早
麟壁稻

ユ曇
宮千秋
嬢秋。

竃薯

るなのあ紀゜は
とつ蛮る念後《
轍た族゜嘉來古
　ののま慶’今
にを間た年齊藝
の機に’　　　　間桓術

　　　　　　　　　 　　　　　薪院
　　　　社
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